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1.はじめに

20万分の1地質図幡「白河』は，地質調査総合センター及びその前身である地質調

査所が.対象となる地域の地質の編さんに基づき作成している20万分の l地質図幅の

1つである.

地質飼さんにあたっては，既存の資料を収集して検討し，その信頼度や精度に応じ

て取捨選択して用いた.当地壌にはデータ不足の地域が多く.それらの地域に関して

は重点的に野外調査を実施した.研究開始の時点で，本地域内の5万分の l地貧困幡

は「竹貫」・りiI前及び井出』・「平・川前(付井出)Jの3地械が刊行済み. r大子」地

域が調査中であった r小野新町』・「竹貰」・ rm部』・「高萩」地域に関しては久保の

未公表資料を使用した.

本研究をすすめるにあたって...井美邦千葉大学教授には阿武隈変成岩類について

未公表資料を提供して頂くと共に貴重な御意見を頂いた.また.後藤淳一氏自千葉

大学〉には御斎所・竹質変成岩顛の境界地壊についての未公表資料(千葉大学修士論

却を参考にさせて頂いた.据常東氏(元産総研特別研究員}より八漕山地ジュラ

系の一部について未公表資料を提供して頂いた.村岡泰章主任研究員には地形陰影図

を作成して頂いた.これらの方々に深〈感自首する.

2.地形

20万分の 1地質図幡「白河』地域は，福島県南東部，茨城県北部及び笛木県北京郁

を含む.本地域の地形要素はほぼ南北に並び.本地域甫半部では東から.太平洋岸常

損地域の丘陵.阿武隈山地.久慈川沿い河谷域，八溝山地，那須野ヶ原の周に配列す

る.一方，本地横北半部では，東から常磐地域の丘陵，阿武隈山地，郡山盆地南部，

奥羽(脊梁)山脈が並ぶ(第1図).

本地域南半部の常磐地域の丘陵は.標高数1伽叫4下の低平な丘陵で，第三系の堆積

岩類とこれを覆う第四系の段丘堆積物かちなる.また主な河川治いには紳積平野が発

遣する.阿武隈山地は変成岩類ととれを貰〈白亜紀の花陶岩類からなり.標高仮泊~

8印加の高原となっている.久量産川沿いは，棚倉破砕帯に沿って生じた河谷地帯で，

北北西ー甫甫東方向に延び，爾流する久怒川に沿って洞成段丘が発達しているh l¥糟
山地は主にジュラ系の堆積岩類からなる山地であり，北部の八溝山塊と南郁の鷲子山

塊に分けられる.図幅地域南西部を占める那須野ヶ原は，那珂川とその支流沿いに発

遣する台地状の平原で広い河成段Eが発達する.また，那須野ヶ原の北には，那須火

山群起源の岩屑なだれ推積物からなる高久丘陵がある.

本地域北半部の常磐地域の海岸紛いの低平な丘陵には.第三系の堆積岩とこれを覆

う段丘堆積物が分布する.その西側の阿武隈山地は主に白亜紀の花商岩類からなる高

原である.郡山盆地南部にあたる須賀川市から白河市にかけての平地には更新統の白

荷火砕流群が広く分布し，阿武隈川とその支流沿いに荷成段丘が発達する，本図幅地

域北西隅には奥羽脊梁山脈がわずかにかかり，変質した新第三系の火山岩・火砕岩が

分布する.

(柳沢幸夫)

3.地質
3.1 地質概要
本図幅地域には時代未詳や先デポシ犯から第四紀までの権々な地層・岩体が分布し

ている.それらのうち先第三系は北北西一甫南東にのびる 3つの破砕帯によって分断

されている{第2図).酉から順に棚倉破砕帯・畑川破砕帯・双葉破砕帯と呼ばれる

とれらの破砕帯は断層とマイロナイト・カタクラサイト等の変形岩の集中域である.

とれらの破砕帯は新第三紀屑の堆積前に大規模な左横ずれの変位を伴う活動をし，白

亜紀花岡岩頬やその母岩である御斎所~竹貫・松ヶ平等の変成岩類，相馬台生層等の

堆積岩類等を分断，変位させている.また，そのー協は第三紀以降にも活動しており.

掴倉破砕帯には横ずれの，双葉破砕帯と畑川破砕帯には阿武隈山地の上昇運動と闘速

した雌ずれの変位が認められる伏槻.1975;恒石.1鈍6.等).

細倉破砕帯とその北方延長官Eを南西限とする東北日本の先第三系は.畑川破砕帯及

びその北方延長部を境にその東西で帰属が異なり，畑川破砕帯の西は阿武田豊帯に，東

は北上帯に対比される(久保・山元， 1関0). また.樹倉破砕帯は阿武隈帯とその商に

拡がる先第三系〔足尾帯)との境界をなしている.すなわち，本国幅地域に発達する

3つの破砕帯のうち.畑川破砕帯と棚倉破砕帯は先第三系基盤岩類に闘して地体構造

区分上の構造線に相当する.

本図帽地域中央部には棚倉破砕帯に沿う低地が甫~tに伸び，その東には前期白亜紀
の:a闘岩類及びそれに先行する堆積岩・変成岩・J.Eれい岩・火山岩類等からなる阿武

隈山地が拡がる.

阿武隈帯の花岡岩煩のうち，阿武隈山地商部地域(ほぽ本図幅の範囲内に相当)の

ものは，複数の岩相が密接に相伴って変成岩中に比較的まとまった形で分布するため，

それらは個々に孤立した岩体として扱われてきた@劇1(.宮本・十文字岩体等，第2

図).一方阿武隈山地北~中央部(]/20万 「福島I図幅の範囲内に相当)においては

多数の花筒岩類が変成岩等の母岩の挟在なしに連続的に分布する.とのため，共通の

マグマに由来する一連の分化物保f相群)としての岩体の範囲を明確に特定すること

は困簸で，明確な岩体区分はほとんどされていない.したがって阿武隈山地全域の深

成岩類を統一的かっ合理的に分類するために，本図幅では岩体による区分を行わず.

]/20万地貧困幅『福島」の場合と同様に岩相に基づいて区分した.これまで周いられ

てきた岩体区分については，主要な岩体名を第2図に示す.

阿武隈山地の西方には.阿武隈川涜域の低地を隔ててその北西側に新第三紀~第四

紀の火山砦頚が広〈分布する.また，棚倉破砕帯とほぼ並行する久慈川以西にはジユ

ラ紀付加複合体とそれを貰〈後期白亜紀賞入岩類からなる足尾帯の先第三系基盤岩類，

及びそれらを覆う新第三紀~第四紀の火山岩及び堆積岩慣が広〈分布している.

双葉破砕帯以東の太平洋岸(常豊富地域)や舗倉破砕帯地域.及び西方の奥羽脊梁山

脈地域には，部分的に顧を出す先第三系を覆って新生界が広〈分布している.これら

新生界は.古第三系・新第三系及び第困系からなる.古第三系は常磐地域に分布する

上西宮始新統~下部漸新統で.かつて常磐炭図の主要事事行炭層であった石炭層を挟む.

新第三系は.常着地械・棚倉破砕帯沿い及び西方の奥羽脊梁山脈に広〈分布する堆積

岩類や火山岩類からなる.本図幅地域の第四系は，更新世~完新世にかけて活動した

火山の噴出物と段丘堆積物・地すべり堆積物及び沖積層等からなる.

(久保和也・柳沢幸却

3.2 畑川破砕帯以東地域(北上帯)の先第三系
3.2.1 時代未詳の変成岩類及び超普鉄質岩類

畑川破砕帯以東地域には.時僻詳の変脚類として，え韮変成岩類と，白亜紀花

耐砦類に随伴する未区分変成岩類が分布する.とのうち八茎変成岩類は藍閃石片砦相

の変成岩であり{お匝皿dOgino. 1960) .阿武隈山地東縁部に分布する松ヶ平変成岩

頬に対比され(小貫. 1966).その変成年代は先デボン紀と考えられる.畑川被砕帯

に沿って細長く分布し，その大信分は泥質片岩で，部分的に普鉄賀丹治を挟む.また

南部において蛇紋岩化した超音鉄質岩類を伴う.八茎変成岩類の大部分は白亜紀花商

岩類による接触変成作用を被っている.

白亜紀花陶岩類に随伴する変成岩類は，花商岩類及び珪長岩中のゼノリスとして産

するものと，双葉破砕帯に沿って帯状に分布するものとがある.宮E質変成岩と苦鉄質

変成岩からなり.白亜紀貫入岩類による接触変成作用の影響が顕著である.

{坂野婿行}

3.2.2 時代未鮮の堆積岩煩

いわき市北部の三議山~二手品山聞には，八茎変成岩類の中に周囲を断層で固まれ

て時代未詳の非変成堆積岩類が分布する.この堆積岩頭は八茎花岡閃緑岩に貫入吉札

大久川花嗣閃緑岩と断層関係にある.南北性の背斜・向斜構造がみられるが，地層は

概ね東西位の走陶で北傾斜を示し，下位より，暗青色の葉理費買岩からなる大滝沢層

(眉厚約250皿).白色あるいは周年灰色の結晶質石灰宕からなり，周年灰色頁岩薄屑を伴

う“八茎石灰岩.(厨厚約1郎副.黒色頁岩と中粒砂岩の互屑を主体として石灰質砂岩 ・

結晶質石灰岩雄・誕灰質頁岩などを伴う松山沢眉(層厚約1.11∞ωが知られている (小

貫，1966など).岩相などから福島県相馬地方に分布する下事石炭系真野眉・下部~

中部石炭系立石層・下部ベルム系上野層に対比されている.

{和]光誠一}

3.2.3 ペルム紀堆積岩類

いわき市高倉山付近の畑川被砕帯と双葉郡富岡町~稲葉町の双葉破砕帯に沿ってベ

ルム紀の堆積岩類が分布する.

畑川破砕帯宇治いでは慣岩・砂岩・頁岩等からなる高倉山層群が分布し.一般に北北

東一南南西の走肉，西傾斜で，下位より入石倉膚 ・元村厨 ・柏平周に区分される{柳

沢・根本， 1961など) 入石倉厨〈層厚170m以上)は黒色頁岩主体で中部に砂岩・珪

賓頁岩・石灰岩レンズを挟む.元村眉{層厚1ω-170m)は厚い礎岩層(石灰岩のレ

ンズや穣も含む}に始まり，主部は砂岩・頁岩よりなる.柏平層{層厚5∞m以上)

の下部は礎岩(黒色買岩・石灰岩の礎を含む)・砂岩・頁岩からなり.中~上部は主

に頁岩からなる.古〈から多様な海生動物や，植物化石等の産出品1知られ.Ueno (l鵬}

は紡錘虫化石層序から元村厨の礁岩の時代を中期ベルム紀〈後期ムルガピアン期)と

した.頭足類化石から柏平層の時代は中期ベルム紀ウォルディアン期とされる(永広.

笈肺i). 一方.T，器開aet al. (2∞5)，回訳。ω5)は，岡層から産出するアンモノイ

ドや腕足類の多〈が二次化石と考え.本周を上部ペルム系登米層に対比した.

双葉破砕帯治いでは黒色頁岩・細粒~中粒砂岩を主体として頁岩砂岩互層・機岩を

伴う清太郎沢周(屑厚約5ω皿〕が分布し，花崎岩頭の貧入によりホルンフェルス化

している(久保ほか.2ω2).地層はほぼ南北伎の走向.東傾斜で.ウミユりや紡錘

虫等多様な化石を産する石灰岩穣を含み，岩相上の類似から.高倉山層群元村眉と同

時代周と推定されている.

{和]光誠一}

3.2.4 前期白亜紀以前の火山岩類

前期白亜紀以前の火山岩類として.蔀主苫層と八茎地域の未区分火山岩類とがある.

郭公山周は福島県双葉郡楢葉町郭公山周辺に分布し，主として安山岩質の溶岩及ぴ火

砕砦からなり.非火山性砕屑砦(砂質岩}をごく少量伴う.全域にわたって白亜紀花

耐岩類による接触変成作用を被っている.

八茎地域の火山岩類は，福島県いわき市高倉山周辺に分布するものと，いわき市松

山沢付近の八茎変成岩類を貫〈安山岩岩脈とがある.前者はヂイサイト質の凝灰岩及

び凝灰角礎岩からなり，周辺の八茎変成岩類・古生層とは断層で境されている〔周麗

ほか.1989). これらの火山岩頭は岩相の類似性から.原町地域の高倉層と同様に北

上山地の前期白亜記火山噴出物に対比される可能性が高いが.その一部もしくは全官官

がより古い時期のものである可能性もある.

{坂野靖行}

3.2.5 前期白亜紀貫入岩類

畑川破砕帯と双葉破砕帯の聞の狭長な地域には斑れい岩から花陶岩，珪長岩に及ぶ

多織な花樹岩質岩頬が分布する それらは岩石帯磁率地鳴く磁鉄鉱系列侃bihaa.1977) 

に属することや.97.4-12仙hというK-Ar年代，先行する火山岩績の随伴等から.北

上山地の白亜紀花岡岩類(北上花嗣岩)に対比される(久保・山元. 1990). 1/5万地

質図幅ではこれらの花岡岩質岩煩は相互の貫入関係と岩石学的特徴に基づいて，個々

の砦体として細かく区分されている(久保ほか， 2002等)が，本図帽では砦相に基

づいて全体を大きく分類した G恥 Glb.GIC， Gldは貫入関係にあり，との順I~若くな

る.同様の花岡岩質岩類は双葉破砕帯の東方にも新第三掃の下に伏在することがポー

リングにより確認されている.



なお，猶鳴山瑳れい岩については，貫入時期は明確ではないが岩石学的特徴から原
町地域等のII!Eれい岩に対比される可能性が高<.近捜する八茎花筒閃緑治にやや先行

して貫入したものと推測吉れる.

(久保利也)

3.2.6 白亜紀堆積岩類

楢.町商郎からいわき市北認にかけて，破婚・砂岩 ・泥岩を主体とする双.層群{徳
永. 1923) が分布し， 下位より足沢周 .~徐屑・玉山層に区分される{紺野. 1938). 
足沢周(層厚120-180m)は破婚~粗絵砂掛からなる浅見川部屑，泥"砂錯~砂質細
粒砂岩からなる大久川自E周に細分される (...1鈍0).笠松膚{眉厚1∞-2∞m)

は砂岩泥錯互周を主体とし，重量長貧凝灰岩を豊島む.玉山周(250m以上)は中粒~粗

位砂岩を主体とする小久)11趨層..理主砂告を主体とする入問沢部周に区分される(久
保ほか.筑刈陸上 本周軍事には大局的に河)If相から浅海相への2園の糟積相の繰り返し

がみられる.多くの事事生動物化石や恐竜など隆生動物化石，花車B・胞子や敏子植物等
の化石の産自が知られ{三木. 1972;長谷川ほか. 1987;安穆ほか. 1995; 
τakahaahi 11 al.， 1ω9など).コニアシアン~サントニアン階に対比されている.

(利光司直一}

3.3 畑川破砕帯と相倉破砕帯に挟まれる地域(阿武隈帯)の先第三系
3.3.1 時代未鮮の変成岩 ・堆積婚姻

畑川破降格と・倉破砕帯に挟まれる地績には.広範に分布する白亜紀花筒岩灘中に

時代未鮮の変成績煩と堆積岩類が点在している.そのうち.l/lO万福島問帽の甫鳴に
位置する樟綾町から大越町にかけての10X5kmの範囲に複数の岩体として分布する石

灰岩・質量苦 ・ チャート・苦豊島貿岩頭等からなる時代未詳の地質体は骨量根肩書~ (j永広ほ

か.1鈎島)と命名されており.その甫舗が本図領地域北漏傷に.出する.

(久保和也〉

3.3.2 目立変成・深成岩類

阿武隈山勉南端の目立地域には目立古生屑とそれを貫〈深成岩頭が分布し，その一

郎は前期白亘書Eの変成作用を被っている.本図幅地域甫縁には脅.質片岩と片状花岡

閃費量岩がわずかに分布し.それらには阿武四眺凶岩類に属する入四開花筒閃録岩体 0・
戸.1鍋9)による貫入と接触変成が縛められる.

(久保和也}

3.3.3 阿武隈変成岩類

4四倉町からいわき市西方にかけては.問It隈変成岩顛の名で総称される変成岩顛が
広範に分布し.岩相構成から御斎所変成岩と竹貫変成宕とに区分されている伽納ほ

か.1973等).梅村 (1仰のは両変成婦が周位的不連続の関係にあることを指摘し，

境界については破砕帯もし〈は衝上断層(Uchiya皿 .1:鎚4;1盈混血dKi・bi， 1鈎9; 
後直1.1991・f)という裁が有力であるがa 両者の関係や境界の厳密な位置等について

は未だ不明な点が多い.

初斎所変威主替は普量生質火山岩や珪質量昔等を原婚とし.その化学租成やチャート中の

ジュラ紀放散虫化石 但iroid al.. 1981) Ifから.ジユラ記海洋地般の上修総成岩に白

楽するとされる.竹貫変成告は主として泥貧~砂貨の陸歯医堆積物を原岩としており.
化石等は見つかっていないが，蹟井ほか (1'鈎2)はジルコンのひpb51沼lMP分析に益

づいてそれらがジュラ紀付加体のー僚を構成していたと考えている.なお，鮫川岩体
等の~AIt岩体の周辺ではミグマタイト状の栃分が発達する<Jt.山. 1970辱〉が.この

西区分は本図帽では変成岩として塗色している.

御斎所~竹貫変成岩は東から西に肉かつて緑色片岩相から角閃岩相へと恋成度が上

昇する高温低E型の広域変成帯を構成すると考えられている (G恒札 19“;M柄ahiro.
1鋪8， 1961).一方，竹貧変成岩分布績から聖書晶状の董晶石の存在が積極された依3110

aDd K'山岨.19舗 ;Unmo副 K血ioawa.1弱5;宇宙野.197時 )こと等から.復変
成の可能性が治じられている.燈近では.重品石 ・十字石等の分布や.状.ぎくろ石

の黒字替相'進や包有物の特徴，ジルコンのU-Pb年代の検討等に基づいて.lf成過程の時
間的変遷がより詳細に解明されてきている.例えば，竹貫変成岩の-l!Bほ変成過程の

初期に比較的高圧条件下におかt1.，その時期は前期白亜紀であった事が明らかになっ

ている α也叫dal.， 19!褐等}

(久保和也}

3.3A 前期白亜紀貫入岩類

畑川被勝手普を東限として阿武隈山地のほぼ全域に分布する石英閃緑岩~花筒岩はい
わゆる阿武隈花鍋岩類の名で総称される前期白亜紀の貫入岩である.それらは一般に

岩石裕司自車が低〈チタン鉄鉱系列に鳳し. そのK・釘年代は阿武殿山婚の~t-中央留で
85-1∞Ma(河野・檀岡.1965等l.甫訴で最大120Maという値である (集岡・内海.

1983等).

阿震隈山地の北~中央官Eでは，花筒岩績は多数の.入体からなるパソリスを構成し
ている.花尚皆顛は個々の岩相の貫入関係から.古い順に以下の3つに区分される.
.も広範に分布し鉱物の定向田列が顕著な角関石黒雲母石英閃緑婚~花附閃緑岩.阿

武隈山地中央及び東録付近に集中的に分布する角関石含有黒雲母花尚閃緑岩及び黒雲

母花削岩.県雲母花耐岩の内部と量E成婚姻の近傍に選択的に分布する白書E母黒雲母花
尚治である.一方阿武隈山地南青Eの場合. 変庇岩が広〈分布する地域では閃録岩-~
尚岩まで岩相変化に富む径数回-10歎匝の複合岩体を4献していることが多<.変
成衡の少ない組敏では錯相変化に乏しいパソリスを構成している.これらの貫入岩書置

の岩相 ・岩体毎のK-危年代値には.相互に明自由かつ系統的な差は認められない.

阿武隈山地には上記の花岡街頭に加えて，少量ではあるが斑れい岩が分布する..
れい婚は多量の磁鉄鉱を含み高帯磁車を示すものと磁鉄鉱をほとんど含まないものと

に2分される.阿武隈山地北~中央僚の花嗣岩掴中に点在する斑れい岩体と.いわき
市西方1-:位置する斑れい岩体(水石山岩体}は前者に属し.花情緒頑との額縁関係は

なく.相伴う変庇岩類と共に花附岩体のルーフを構成していたと考えられている(久

保.1鈎.).一方南部地績で個々の複合治体と密鐘に相伴った分布を示す11れい岩体

は後者に鳳し.組合岩体の構成メンバーである可飽性が高い.

なお11れい婚の生成・園結時期を示す絶対年代データは無<.<<れい岩の活動が花

削岩頭に対してどの程度先行していたのかは不明である.

{久保和也)

3.4 棚倉破砕帯中の先第三系
棚倉破砕帯は茨城県常陸太岡市~福島県白河市北方にかけて発達する幅約4kmに及

ぶ断層集中績で.阿武隈帯と足尾帯の境界を構成している.破砕帯中には阿It隈帯と

足尾干障に由来する岩右が多数の断層に分断されて混在している.
福島県東白川郡矢祭町東館~自前市東方の燭倉荷量砕帯中には.足尾帯の付加復合体

構成当時事闘を原織とするフィロナイトや力タクラサイトが分布している.
ー目;曾破降格中には，マイロナイト化した阿武隈花筒岩類が全域に.り分布している.

棚倉百方では砂泥質権積岩韓国からなる足尾裕の付加復合体とそれを貫く..Ji花岡閃

録岩が分布し.両者はマイロナイト化及びカタクラサイト化を被っている.

3.5 棚倉破砕帯以西地域の先第三系
3.5.1 足尾申書ジュラ系付加複合体

(高橋治)

地体制'造区分としては足尾帯に属し.従来八割'眉軍事と呼ばれていた付加筆合体(足
尾テレーン}が分布する.これは.三畳Ii!-ジユラIi!にかけて海洋地鰻上に絵積した

遣浮世主~陸源佐雄積物が中期~後期ジユラ飽の沈み込み作用によって形成されたとみ
なされる.砂岩 ・泥岩・チャートを主体としわずかに石灰岩・緑色治を伴っている.

a頭規模では地層の破断や混在化の程度が弱い襲然相を呈するが，地質問規模では混
岩やチャートが走向方向に500由 -10回程度連続する岩体として砂岩中に侠有された

破断相である.一般に20.-60・で西に傾斜し，北西南東走向または北東一甫西走肉

が阜商Bし局地的に甫北走向を示すことから.地質図規穫での槽曲構造を傷めることが

できる.

治相組合せ・地質構造 ・堆積年代に基づいて，構造的下位(東側}の笠間コンプレ

ックスと上位{酉側〕の高取コンプレックスに区分される{指困・ 堀.2000; Nak且.
筑附).両コンプレックスを比放すると，笠岡コンプレックスではチャートが乏しく
泥婚に官官む傾向があるのに対して，商取コンプレックスでは走向方向への連続性が良
いチャートが分布することと髭績が乏しいという相違が見られる.笠間コンプレッタ

スは，塊状~厚眉理砂岩・砂岩泥岩互屑 ・泥渚(薬理貿泥岩・ 暗緑色シルト貧!li!岩)・

チャートなどから構成される.これらのうち塊状~厚層湿砂岩と案理貧泥岩が主体を
なすが.業種寅泥岩より砂岩が卓越する.またわずかに泥質混在岩を含む.崎録色シ

ルト質泥岩と.~聖質宮E岩からジユラ紀最末期 (チトニアン期)の紋散虫化石が産出し
ている他国，hidad al.， 1銃砲 ;塘.1製蹄 ;中江 ・俺沢.1袋路 ;中江，筑削，). ~陣取コン
プレックスは.塊状~厚層理砂岩 ・砂岩!li!治互周・泥岩 C薫理貿泥岩 ・黒色事E岩 ・珪

貧割E岩)・チャートなどから4構成されるが， 砂舗が圧倒的に多い.チャートから申期

三畳紀~中期ジュラ紀の前半，珪賓泥岩から中期ジュラ紀泥量まから中期ジユラ紀の
中頃~後期ジユラ記の前半，薬理Jt泥岩からジュラ紀最末期 (チトニアン剣)を示す
放置R虫化石が輩出している (1加 i.2001;中江.2000;中在 ・滝沢.1虫剤.

{中江酬)

3ふ2 白亜紀貫入場類 一一
八割車山地は. ~tより . 八溝山塊・鴛子山塊..ほ霊山塊 ・ 筑波山塊の4 山塊からなり，

足尾帯のジユラ紀付加複合体とこれに貫入する多散の小規模深成岩煩から構成される
(第3図).筑波山塊よりも北側に分布する漂成岩類は，活動時期によって.古期岩

体 (105地官官働と新期岩体 (街地前後}とに区分されている(柴悶ほか.1973). 
古』明治体は.主に11れい砦からなる馬頭治体と石英閃録岩からなる小岩体君事(大山

岡治体 ・袋回治体 ・舟生岩体・岩鉛岩体}及E湘倉破砕帯中に分布する小岩体事事(屋

敷矯体・上手沢岩体・ 小爪岩体)とに分けられる.なお.馬耳目岩体は主に角閃石.れ
い掛からなるが.石英閃緑岩を伴っており複合砦体となっている.また， 岩般轡体は

古期の石英閃録岩(斜方輝石・単斜鱒石を含む)に新測の黒雲母花闘関車量岩が貫入し
ている.石英閃録岩績はS置に富み (ω6-769ppm).YI-:乏しく(臼-Z7ppm】. アダ

カイト α地 且tandDn幽nd， l'蜘)買の化学組成を有している仇畑haahi.川畑5).
新期岩体は八溝山塊の西録音Eに府北方向に点々と分布する角閃石黒雲母:/1::嗣閃緑岩
からなる小治体重事(I!宿岩体 ・ 重量沢岩~ ・ 伊豆野量母体 ・ 木佐美岩体 ・ <<畑創体 ・ 亀久
治体 ・花立館岩体)と.八満山塊東縁郁に甫北方向に分布する粗位鳳.琢花尚治から

なる岩体型車 {金山岩体 ・山際岩体・大笹山省体・矢祭岩体)とに区分できる.亀久治
体から65胞 のK・釘年代 {黒曇母}が.大笹山活体から68地のK-M年代(黒雲母}が

報告されている悌回ほか.1973). 
(高繍 治〕

3.6 古第三系
古第三系は白水層群からなり，太平洋岸の常錨地域に分布する.本肩書事は隆成膚に

始まりよ位に向かつて海成層に変化する梅進的な権積相を示し，石減層・浅貝屑 ・白
坂膚に区分吉れる(須貝ほか.1957).石繍周は様岩・砂岩 ・泥掛 ・石炭周からなり，

下僚は河川1*鰻積物.上自Eは海生貝類化石を含む砂岩を主とする.洩貝周は細魁~橿

鋼粧砂掛からなり，貝源化石群をaする.自事正風は海*シルト岩よりなる.図信地域
北京隅では.層厚i)t極績に樽〈傾斜が垂直となって.20万分 1縮尺では各組層を表現

できないので.白水肩書事で一括している.

{柳沢幸夫}

3.7 新第三系
本図幡地績の新第三系は.太平洋沿いの常錨地雛.都倉破砕帯地域 伏子 ・割倉 ・

泉崎長沼地相tl.鳥山地域 U晴山地西al及び郡山西部地域 (脊梁山脈地調むに分



かれて分布している 本図幅では，問。万福島国幅(久保ほか， 2003) に準じて，

時代を大別し下部中新離をED.E3及びEbに，中部中新離をMl岨>1ご，上部中新離を

Llと'"に，そして鮮新輯をPlとhに大別し，さらに岩相の遣いにより細分して図示

している揮1表)

3.7.1 下部中新統

下部中新統の下部は主に堆積砦績からなり，常磐地域にのみ分布する湯長谷層群

がとれにあたる 本層群は全体として 1つの堆積サイクルをなし，非構成~門水成

の桐平屑浅海性砂岩の五安層海成泥岩の水野谷層・亀ノ尾層・本谷層浅海成

~洞川成の三沢膚からなる(須艮ほか， 1957)ーなお，図幅地域北東隅では，膚厚

が極端に薄〈なり傾斜が重富となって却万分1縮尺では各地層を表現できないので，

揚長谷層群恒}で一括している

下部中新統のよ郁は，との時期の括発な陸上の火山括動の産物である玄武岩~安

山岩火砕岩li<V:溶岩からなる火山岩顛(Eb)で代表され，鳥山地域の山内層と太

子地域の北囲気眉がとれに含まれる。また，常錦地域の本容層中に校在する石泰山

凝灰角碩関部層は潟成層中に挟まれるが，年刊がほぼ同時期であるので，とれらの

火山晴類に含めた

3.7.2 中部中新続

中部中新統見本地域に全面的に梅進が進んだ時期の堆積物である 岩相変化と

年代から，との時期の地層は下位よりMl，M2， M3に大d則される

Mlほ中期中新世相頭の海進初期の淡水成~浅海成の堆積物で，砂岩と礎岩から

なり，一部で誠紋岩火砕岩及E増岩が発達する.大子地域の浅川風榔倉地域の大

梅層，泉崎長沼地域の小田川層，常磐地域の白土j層群甫白土層がとの時期の堆積岩

を主とする地層である また.須賀川地域の大久保風太子地械の大沢口凝灰岩部

風曾鎗地域の白土層群吉野谷屑は，との時期の流紋岩火砕岩及び帯岩を主とする

地層である なお，常磐地域では，商白土層の上也に不整合で重なる高久層群もこ

の時期の堆積物である治氏南白土層と区別するために.Muとして表示した.

胞は海進が進んだ時期の地層であるが，との時期の中頃15Ma前後には，場所に

より大きな不整合が存在する 岩相は泥岩砂岩が代表的であるが，海底での火山

活動によるデイサイト 安山岩角礎岩が尭遣する栂舎がある.須賀川西慨噛域の堀

口層は乙の時期の堆積物で主に砂岩からなる 一方，鳥山地域では15抽の不整合

より下位の構成層は地表に現在軍出せず，不聾合の上世の小橋届 ω幽〕が分布す

る 大子・掴倉地域では;::の時期の構成層はグラーペンを塩潤して厚〈発達する

己のうち，太子地績では，デイサイト 安山岩の水中火山噴出物である男体山火山

角磁場 ω凪〉が分布し.そ咽上位に族揖主体の苗代困層@岨，砂婚の小生湯掴 IMW.
泥揖主体の内大野層伽，)が量なる また;::れらの地層と同時易相の聞係で東

金砂山磯岩田眉 ω120)が断層沿いに分布する 一方.都倉地域では，酉棚倉眉若手

の平塩屑 ω，，)と阿弥陀山礎岩佃叫がとの時期の堆積物である 常留地域では，

Zの時期の堆積物がすべて多賀層群に含まれるが，層群内に存在する権積間隙を境

に，多賀層群長下部(抽)と多賀層群下部制，U)に区分した いずれも主に珪藻

質の泥岩からなり，局所的に砂岩層を挟む

抽ほ中部中新統の上部で鳥山地域の大金属 ω13m)と 棚倉地域の東棚倉層

群赤塩膚 ω130).常錦地域の多賀層群の中上部 ω祖L)の下部に相当するー

3.7.3 上部中新統

上部中新統のうち，砕屑物からなる地層は，下位よりLlとUに分けられる Llは，

鳥山地域に分布する海成漉岩層の岡野倉層と海成砂岩からなる入E野屑，須賀川西

部地域に分布する海成砂岩層の白石層.棚倉地域の砂岩層からなる久保困層である.

一方，常沼地域では，多賀層群の中上部制L)の上部に相当する また.1.2に属

するのほ.常磐地域の固倉眉歳下部と多賀層群最上部のみである いずれも程岩お

よび砂岩からなる

Eの時期はと〈に脊梁地域を中心として多〈のカルデラが形成され，乙れによっ

て堆積した地層として，固帳地域北西綾部には陣没カルデラを堰積した高川層と城

ノ入沢層部分者Tする両層民カルデラ内火鶴覗植稜物及びカルデラ陥世角穣岩位。，

カルデラ棚橋積物 (Ll).後カルデラ期貫入岩日...Ld)からなる

3.7.4鮮新統

鮮新置は.常幸喜地域に分布する砕屑物からなる地層と，脊巣地域を中心に分布す

る主としてカルデラを伴う火山活動による火砕岩からなる地層とから構成される

常磐地域の鮮新離は，下部鮮新証(目m)の四倉層主部・照島層と，上部鮮新証

加盟}の大年寺層で構成される。いずれも梅成眠岩及び砂曜からなる.

鮮新世の火山活動による堆摺物は，棚倉地域の仁公儀屑但四}と須賀川地域の

三春火砕涜堆積物 (PP)からなる 仁公儀層は久保困層を不整合に覆い，隆成の

債措・砂岩・据岩及び凝灰岩からなる 本国幅地裁に分布する三春火砕流堆積物は

カルデラ外に擁出した火砕涜雄積物 (PP)であり，図幡市央北端の郡山盆地東方

の阿武隈山地の花筒岩分布域に点在してわずかに分布する.

(柳沢幸夫・山元孝広・宮地良典・高橋酌紀}

3.8 第四系
本国阪地域の第四系は，更新世~完新世にかけて活動した火山の噴出物と段丘雄

積物・地すぺり堆積物及び神積層などからなる

3.8.1 第固紀火山

前期更新世の火山噴出物は.図幅地域北西部の会樟布弓I山及び甲子火山噴出物(VI>)

と白河火砕漉推穣物群何，，)からなる(第4固) 白河火砕擁推積物群は培のへつ

りなどのカルデラ群から噴出したもので，カルデラ向には糊成堆積物(Vll)が分布

する 圃幅地域南西部では磁買洞川堆穣物中に自問火砕唖権離骨群が挟まれるよう

になり，境#層 (Ql)と呼ばれている.

中期更新世の前期の火山噴出物は.岨万年前頃の蹴房山火砕漉堆積物及び'0
万年前頃の大田原火砕漉堆積物何"2p)と，約甜-27万年前に活動した那須三

本犠岳火山噴出物(V，o)からなる 三本槍岳火山は活動停止直後に山体崩壊を

起とし，余笹川 累積岩屑なだれ堆積物(V:a)が南東山健に形成された噛5固〉

後期になると崩模地形内に那須朝日岳火山が噴出し，約17-7万年前に活動した

後期更新憶の'-4万年前頃には朝日岳火山の山体崩壊が起き，南東山艶には

御官土山岩屑なだれ堆積物 (V3f.の一部}が形成された[第 5固} 約1.6万年前

には那須一茶自信火山の噴出が抽まり，東山菅にほ安山岩質の火砕涜権調物何回

が広がっている

3.8.2 段丘堆積物

図幅地域西郡の高位段丘群は，那須野ヶ原向に島状に分布している とれら

は飯蝿上樽aテフラに覆われ(第S図).海洋酸素同位体ステージ6に形成された

荷成段丘である.一方，固幅地域東部のいわきに分布する高位段丘比大町A抑 1

テフラ群を混在する風成層に覆われ，礎質の河川雄積物からなる.

中位I段丘は，図幅地城東部の太平洋停に分布している これほ最終間氷閣

の構成島Eで. IBIJ曹高度は剖m前後である 中位置段Eは，太平洋岸や固幅地

域南西部の那珂川沿い，北西部の阿武隈川沿いに分布している 中位E量丘は

大山倉音テフラ白田)に雇われており慣5園).最終氷期前半の5-7万年前

に段主主枯した荷川地形面である

抵准 I段丘は，那須野ヶ原の主扇状地面を構成するもので，姶良τ冶テフラの

降下前には醸水している(第5図) 低位E段Eは那須野ヶ原の新期扇状地面を

構成するほか，各地の阿川沿いに断片的に分布している そのほとんどが1万

年前までに破水したとみられる 最低世段丘は完新世に取水したもので，那珂

川沿いに断片的に分布している

3.8.3 地すべり堆積物と緩斜面堆積物及び扇状地堆積物

地すぺり堆積物は本図幡地域北西部の奥羽脊梁山脈東箆に分布する 鰻斜面

堆積物及び扇状地権積物は奥羽脊梁山脈東麓に分布するほか，阿武隈山地の山

麓部にも発達しているー

3.8.4 完新続

完新統は郡山盆地，那須野原及び常留地域の荷川沿いの神積極地を形成して

分布する 地質図では，微高地を形成する自然堤防権積物，旧洞道権積物，海

岸に沿って発達する訴堤堆積物.及び後背湿地及び谷床堆揖物に区分して表示

した

(山元孝広・柳沢孝到

4. 活断層

本因幡地域北西部の奥羽脊梁山脈と郡山盆地ないし那須野原の境界郁にある

北東一爾西方向の分岐する2本の断層は，地形剖にも火山斜面上に東向きの崖{高

度不動輯)が認められるととから，確実lf!ITの括断層と推定されている(活断

層研究会圃. 1四1)

(柳沢幸夫・山元事広?

5.地下資源
5.1 金属資源
主要な金属鉱床としては，八墓地域の時代未醇堆積岩覇中の鋼・鉄・タング

ステン鉱床，御斎所変成岩類中に医胎する嗣・マンガン鉱床，八糟層群中の熱

水性金鉱床等がある 乙れらはいずれも現在揮掴されていない

知山!被砕帯以東地域では，かつては日本の代表的な銅・鉄スカルン鉱床のひ

とつであった八茎鉱床がいわき市北方に位置する 本鉱床は"八重宥灰岩"の

下部にスカルン鉱体として発達する 明治末期から大正初期にかけて銅が揮掘

されたが一時休山，その後石灰石鉱山として操童した.昭和3.2年から八華鉱山

として銅・鉄を揖取，また1970年托には灰量石中に商品位のタングステン鉱床

が発見され，採掘された(函脇ほか. 1縦訓O 村松南部. 1磁国 昭和田年頃に

は品位不足 市場低迷等により休止，現在は新八茎鉱山として石灰石を採掘し

ている

いわゆる阿武隈帯に相当する地域では.御斎所変成砦中の宮銅磁ijt鉄鉱鉱床，

層状マンガン費成鑑床及び含マンガン鉄鉱床 (沢渡，新訳劃，水石山斑れい岩

体中の超普鉄質部に匪胎する岩般分化鉄鉱高(貧lヶ峰)等があり. ，)規模に探

梅が行なわれた

棚倉破砕帯以西地域では，八構山地北部及び南部の中生属中に熱水位含金石

英脈が数多く存在し.古くは平安時代より採揚が行なわれた

5.2 非金属資源
非金属資源としては，阿武隈花商岩中で巨大な岩塊をなす滝根層群中及び・八

茎石灰岩"中の石灰石，久保田屑中の貝化酒，阿武隈花商岩覇に伴なうペグマ

タイト，旧常磐炭国民眉下位の耐火粘土等があり.石灰石(含貝化石)につい

ては現在も操業が行なわれている

5.2.1 石灰石

大滝桜山南方尾根の万太郎鉱山において，時代未詳の掩根層群中の石灰石が

採掘されている また 前述のように新八茎鉱山において“八茎石灰岩"が採

揮されている
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相倉町から塙町にかけて，蝿・石灰石資源として新第三系の堆積岩中1:::挨在

する貝化石を採掘している(藤井， 1961:柳沢ほか， 2瓜沼).

5.2.2 珪石・長石
阿武隈山地西縁の石川町には.阿武隈花尚岩類に伴なうベグマタイト鉱床が

あり，大正初期から昭和40年頃にかけて珪石・長石を採掘していた.昭和初期

にはベリリウムが採掘された事がある(石川町歴史民族資科館.割削1，2∞2). 

5.2.3 耐火粘土
いわき市中央から北部広野にかけて， I日常豊富炭田の炭層を挨有する第三紀眉

が分布し，炭層下位には耐火粘土が存在する.これは，カオリナイト・ハロイ

サイトを主成分とする魅胃粘土である⑨井・宇野沢， 1965; 11井ほか， 1967). 

現在は休止している.

5.3 石炭・亜炭
福島県富岡町から茨城県目立市に至る.南北約95量m，東西5-25km，面積約

780btの範囲に常磐炭岡が分布する.主要な爽炭層は台第三系白水層群最下部の

石城周と新第三系書面長谷層群最下郁の桐平周である.炭質は渥脊炭.)1渥脊炭・

褐炭で，石城北部のものが最も良質とされる(地質調査所編， 1950).炭鉱は昭

和60年には全て閉山した

5.4 石材・砕石
前期白亜紀の花崎砦類が広〈分布する阿武隈山地には，採石場が多数存在し

ている.石材として黒雲母花嗣岩及び白書E母黒雲母花嗣岩を採石し，建材・墓石・

港湾建設等に用いている 阿武隈山地で最も広範に分布する角関石黒雲母花尚

閃禄岩は暗色包有物を多数含んで不均質であるため石材としての需要はないが.

砕石周の採石場がごくわずかに存在する.

福島県白河市・梅木県那須町等では第回紀の白河火棒読堆積物を採取し，建材・

化粧材・石柵用等の石材として出荷している.

白何市南部久量産川支涜域及び太子町において，八溝山系を構成する中生厨の

砂岩・泥岩等を採取し，砕石として骨材・路盤材・鉄道周敷石等に利用している.

いわき市北方.八茎地域では時代未詳火山岩類を.岡市西部では御斎所変成

岩類を採取，砕石として利用している.

5.5 温泉・鉱泉
温泉は，東部の海岸域，中央の棚倉破砕帯沿い.その西の阿武隈川や那珂川

沿いの盆地部，西縁の那須火山書草分布域等に分布する.

いわき湯本温泉は花樹岩・変成岩を母岩とする温泉で.世界的にみても湧出

量が多い.泉温.60"C以上で.主として硫化塩類泉であり.日本列島の前孤城で

は飛び抜けて大きな放熱量を持っているが，その熱源についてはよく分かって

いない.那須湯本温泉は.那須岳の安山岩を母岩とし，泉温60"C以上で強虐性

の火山性涜体の影奮を強〈受けた泉質を持ち泉質は硫酸塩泉等変化に富む.石

川町から大子付近にいたる久蔵川沿いには，阿武隈山地の花嗣岩を母岩とする

温泉が湧出する.全体に湯温は低めである.また石川町付近ではベグマタイト

に由来すると思われるラジウム泉が湧出する このほか，北部中央須賀川市付

近では第四組の火山岩頭を母岩とする単純泉等が.那珂川沿いの地域には炭酸

泉等均t湧出する.

(大野哲二・山元孝広・柳沢幸却

6.重力異常

本地域の重力異常は.牧野ほか (1995)による縮尺20万分の 1のプーゲー異

常図に詳細は示されており，そのデータに基づき画集した.東半の南部阿武隈

山地には古生代の変成岩類や中生代の花崎岩の露出が広範に見られ.西半には

八溝山地の古生~中生代の基盤岩類が分布し表層密度は大きくなっている 一方，

阿武隈山地と八割車山地に挟まれた地域は棚倉破砕帯を含む陥没構造が.最西部

の黒磯から自前に至る低地には盆状構造が各々想定され表贋密度は大きくない

地域である.乙乙では広域的に聾合性を持たせるため2.3g/c:m"の密度を仮定した.

本地域を特徴づける重力異常は.東半分を占める阿武隈山地の1∞ミリガルを

趣す商量カ異常域と，阿武隈山地西縁の急勾配を経て北北西に伸びる低重力異常，

八満山地の平坦な重力パターン.更に太田原から黒礁に至る低地での低重力異

常などである.阿武隈山地の重力パターンは比較的複雑で，概ね高重力域1:::は

変成岩類の，低重力異常域は花岡岩績の露出城に対応している.重力異常には

深い構造による重力効果も重畳されているため深度数回程度の浅い地質構造を

見るには必ずしも適しているとは言えないため， 2kmの上方接続値を広域傾向函

として除去し，歎Ian以浅の構造を抽出した残差重力(上方接続残差)を第6図

に示す.負値には，影を付けて表示した.また，よ方接続残差の特徴としてゼ

ロ値織が断層状構造の最急勾記構造を示す.阿武隈山地の東部に南北に帯状の

高重カ異常が見ちれ，それを挟むように低重力異常が両側に見ちれる.東側の低

E重力異常帯は双葉破砕帯に対応し.西側の低重力異常帯は境界がやや不明瞭で

あるが畑川被砕帯に対応する.棚倉破砕帯に対応する陥没域は負の領域を呈し

ているが，その中に北北西一南南東方向に顕著なEの領域が伸びており，陥没

構造内に穣状に陥没せずに残った花嗣岩類の分布に対応する.

(駒海正却
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